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学校だより

上小川
上小川小ＨＰ

歯を見せて笑える今を未来にも
7月3日（水）の児童朝会は、保健・給食委員会が企画しました。6月

は「良い歯の月間」にちなみ、まず、虫歯のなかった人に表彰状、虫
歯治療完了者にしおりの贈呈がありました。次に、歯に関するクイズ
で、「自分の歯は自分でまもる」大切さを学びました。
企画した5人の児童は、「緊張したけれど、自分たちの発表を楽しん

でもらえて良かった。これからもみんなが健康に生活できるように保
健給食委員として、がんばりたい。」と話していました。今回は、子ど
もたちの学びを拡げ、互いに学び合う子どもたちのよさが発揮された
集会でした。これからも、自分や周り、社会のために良いと思うこと
に気付き、考え、実行することを大切にしていきます。

真夏日が続く
梅雨明け宣言はまだですが、夏本番を迎えました。特に大子町は、

山に囲まれているので気温が上がりやすく、ニュースでも時々名前
が挙がるほどです。
7月に入り、各学年の体重測定の際に、櫻井養護教諭が、ミニ保健

指導をしています。今月の保健指導のテーマは「熱中症予防」。各学
年の発達段階に応じた指導で、「自分の健康は自分で守る」大切さを
伝えています。子どもたちが「自分ごと」として考えるよう工夫し
ています。以下のような内容を指導していますので、ご家庭でも、
合わせてご指導いただけると効果的だと思います。

自分でできる熱中症対策 学校としての熱中症対策
・朝ご飯をしっかり食べる。 ・活動場所のWBGTを図り、その数値に応じて対応する。
・こまめに水分補給する。 ・水筒を持参させ、こまめに摂取するよう促す。
・外で活動するときには帽子をかぶる。 ・下校時には、日陰で一斉下校の話をし、子どもの様子
・10時間睡眠を心がける。 を観察するとともに、注意を呼びかける。

※「保健だより7月号」に詳しく載っています。 ・登下校時の暑さ対策として、日傘（黄色の傘で代用
可）を使用するよう推奨する。

よりよい授業のために
7月には相互授業参観週間を設け、それぞれの教員のよい点を学び合おうと、授業中ちょっこと訪問を行

っています。その際、感じるのは、子どもたちと先生や子どもたち同士の関係のよさ。互いに認め合いなが
ら、伝え合い、学び合いが自然とでき、学習効果も上がっています。

また、6月は、たくさんの方が学校を訪れ、子どもたちの様子を見てくださいました。その中で、お客様が
話されたことをお伝えします。今の子どもたちのよさを大切にしながら、新しいことに挑戦し、今日よりも
明日「一歩前」の自分に成長できるように、児童も教職員もがんばります。
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・どの児童も真剣に、お互いを認め合いながら楽しそうに授業に取り組んでいた。
・学習環境が整っている。児童が大切にされている。
・複式学級では、複式学級での学び方に慣れていた。じっくり、先生に頼りすぎずに自立して学習に取
り組んでいた。

・授業中、児童が「分からない」と発言していた。分からないことを「分からない」と躊躇なく言えるの
は、学級が児童にとって安心できる場所だということだ。

進行は放送企画委員会 良い歯の表彰 良い歯のクイズ クイズで学びがいっぱい

保健給食委員の皆さん

2・3年の授業参観する先生
グループでの共同作業

先生との対話から学ぶ 友達との対話から学ぶ

～令和6年度歯と口の健康週間 標語～


